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１．研究計画の概要

圧力晶析のポイントは，結晶核のみを生成
させてその成長を抑制することにある．本研
究の特徴である圧力による溶解度変化は，溶
液内への過飽和の伝播が伝熱や拡散に比べ
て非常に速くなる（瞬時に起こる）ことから
理論的には不均一な領域が生じないため，均
一なナノメータサイズ結晶核が得られるこ
とが期待できる．本研究では，圧力操作によ
る結晶核生成のユニバーサルな現象を明ら
かにして，その操作方法を開発すること目的
とする．

２．研究の進捗状況
これまでの研究成果では，4000 気圧まで

のフリーピストンタイプの超高圧装置を完
成でき，カメラによる内部観察，レーザによ
る高圧下の標準粒子を使った粒径測定もで
きるようにした．

新しく完成させた装置を使って，まず，溶
液に対する超高圧操作の影響を調べるため，
２種類のアンモニウム塩の水溶液中の溶解
度を調査し，核発生挙動を高圧下で観察した．
その結果，アンモニウム塩は圧力とともに溶
解度が減少し，高圧により結晶化することが
分かった．また，圧力操作によっても冷却操
作と同様に準安定域が存在することがわか
った．

次に，電解質の濃度を希薄にするため，エ
タノール水溶液で上記の２種類のアンモニ
ウム塩の核発生挙動を観察した．その結果，
エタノール濃度が増加するほど，核発生圧力
も高くなることがわかった．さらに，エタノ
ール水溶液の粘度を標準粒子を使って測定
し，文献データとよい一致を示した．

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している
さまざまな溶液の相変化現象を観察でき

る新規の超高圧装置が作成できたことは，難
しいとされている溶液の超高圧技術の進展
によるものと考えられる．その新しい装置を
利用して，高圧晶析で最も重要なポイントで
ある電解質溶液の溶解度の高圧力依存性を
明らかにできたこと，飽和圧力から核発生圧
力までに準安定領域が存在することを明ら
かにできたことは，本研究が順調に進展して
いるものと考えている．

４．今後の研究の推進方策
超高圧下で起こる未解明の現象を理解す

るために，新しく溶液の電気物性を測定でき
るように電極を挿入した装置を必要になる
ことが予想される．そこで，新たに電極を挿
入した装置を作成して，レーザーによる結晶
核発生と電気物性，光学物性を同時に測定で
きる装置を開発し，ナノメータサイズの結晶
核発生を生成する技術を開発する．
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